
九

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
︑

第
一
一
号
︑
一
一
九
│
一
一
一
︑
一
一
一
一

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵 

　『
梅
花
無
尽
蔵
抜
書
』
に
つ
い
て

　
　
　

︱ 

続
類
従
本
・
蓬
左
本
と
の
関
係
を
中
心
に

中　

尾　

健
一
郎

　

室
町
時
代
後
期
の
詩
人
︑
万
里
集
九
は
詩
文
集
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
七
巻
を
編
ん
だ
︒
こ
れ

に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
一
篇
の
文
章
を
も
の
し
︑
従
来
流
布
し
て
い
た
続
群
書
類
従
所
収

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
以
下
︑
続
類
従
本
と
略
記
︶
に
は
︑
巻
七
が
未
完
で
あ
る
こ
と
の
他
に
本

文
の
解
釈
に
関
わ
る
誤
写
や
そ
の
他
の
文
字
の
脱
落
等
が
あ
り
︑
系
統
的
に
は
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
蔵
七
巻
八
冊
本
︵
以
下
︑
東
大
本
と
略
記
︶
の
方
が
万
里
自
編
の
﹃
梅
花
無
尽

蔵
﹄
に
近
い
こ
と
を
論
じ
た
１
︒
ま
た
そ
の
際
︑
東
大
本
を
底
本
に
用
い
︑
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
所
蔵
の
光
源
院
旧
蔵
本
な
ど
の
古
写
本
を
校
勘
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
万
里
の

手
に
な
っ
た
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
原
貌
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
旨
を
述
べ
た
︒
本
稿
で
取

り
上
げ
る
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
﹃
梅
花
無
尽
蔵
抜
書
﹄︵
以
下
︑
島
原
本
と

略
記
︶
は
︑
こ
れ
ま
で
調
査
研
究
が
な
か
っ
た
文
献
で
あ
る
︒
そ
こ
で
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
︑
本
文
の
上
で
は
続
類
従
本
に
近
い
よ
う
で
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
そ
の
後
︑
名
古
屋
市
蓬
左

文
庫
に
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
︑
同
文
庫
所
蔵
の
一
冊
本
は
七
巻
す
べ
て
を
具
え
︑
か
つ
続

類
従
本
お
よ
び
島
原
本
に
近
い
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
︒

　

玉
村
竹
一
﹁
万
里
集
九
集
解
題
﹂
に
よ
れ
ば
︑
続
類
従
本
は
底
本
が
不
明
だ
が
︑
こ
れ
と

同
一
内
容
の
も
の
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
七
巻
一
冊
本
︵
明
治
十
一
年
筆
写
︶
が

あ
る
︒
玉
村
氏
は
︑
続
類
従
本
は
こ
れ
か
そ
の
親
本
を
底
本
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
２
︒
続
群
書
類
従
に
つ
い
て
は
太
田
善
麿
氏
が
︑
こ
れ
に
収
め
る
書
籍
は
正
本
の
形
で

は
な
く
︑
そ
れ
を
さ
ら
に
写
し
た
副
本
的
な
も
の
が
国
会
図
書
館
︑
内
閣
文
庫
︑
東
京
大
学

等
に
入
っ
て
い
た
旨
を
述
べ
て
い
る
３
︒﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
も
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
の

で
あ
れ
ば
︑
史
料
編
纂
所
の
写
本
一
冊
は
続
類
従
本
の
親
本
に
基
づ
く
副
本
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
︒
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
親
本
が
何
で
あ
っ
た
か
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ

り
︑
こ
の
系
統
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
い
つ
頃
か
ら
存
在
す
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
︒
だ
が
︑
今
回
取
り
上
げ
る
島
原
本
と
蓬
左
文
庫
蔵
一
冊
本
は
︑
続
類
従
本
の
系
統
に
つ

い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
︒

　

蓬
左
文
庫
蔵
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
に
は
一
種
類
あ
り
︑﹃
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
国
書
分
類
目

録
﹄︵
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
︑
一
九
七
一
年
︶
お
よ
び
﹃
蟹
江
慶
次
郎
旧
蔵
書
目
録
﹄︵
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
︑
一
九
八
七
年
︶
に
よ
れ
ば
︑
一
つ
は
一
巻
一
冊
本
︵
実
際
は
七
巻
一
冊
︒

以
下
︑
蓬
左
本
と
略
記
︶
で
江
戸
中
期
の
写
本
︑
も
う
一
つ
は
蟹
江
慶
次
郎
旧
蔵
の
一
巻
一

冊
本
︵
実
際
は
一
巻
一
冊
︒
以
下
︑
蟹
江
本
と
略
記
︶
で
江
戸
後
期
の
写
本
で
あ
る
︒
蓬
左

文
庫
の
国
書
目
録
の
書
誌
情
報
が
正
し
け
れ
ば
︑
江
戸
中
期
に
は
続
類
従
本
と
近
い
系
統
の

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
蓬
左
本
の
存
在
が
︑
本
稿
で
取
り
上
げ

る
島
原
本
の
系
統
を
間
接
的
に
明
ら
か
に
す
る
︒
結
論
を
先
に
言
え
ば
︑
島
原
本
の
親
本
は

万
里
の
数
種
あ
っ
た
草
稿
の
一
つ
に
由
来
す
る
可
能
性
を
有
す
る
︒
か
つ
島
原
本
と
続
類
従

本
・
蓬
左
本
は
甚
だ
近
い
系
統
に
属
し
︑
こ
れ
ら
を
も
っ
て
続
類
従
本
の
系
統
は
江
戸
前
期
︑

遅
く
と
も
元
禄
年
間
に
ま
で
遡
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
う
で
あ
れ
ば
︑
万
里
の

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
東
大
本
の
系
統
と
続
類
従
本
・
蓬
左
本
の
系
統
に
分
か
れ
た
時
期
も
︑

そ
れ
以
前
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
︒
今
回
取
り
上
げ
る
島
原
本
と
蓬
左
本
は
︑

い
ず
れ
も
玉
村
氏
の
調
査
の
及
ん
で
い
な
い
も
の
で
あ
る
が
︑
今
回
は
島
原
本
の
書
誌
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
︑
そ
の
価
値
に
つ
い
て
も
論
じ
よ
う
︒
な
お
本
稿
に
お
い
て
は
︑
特

に
断
ら
な
い
場
合
は
東
大
本
を
底
本
と
し
︑
通
行
の
字
体
を
使
用
す
る
︒
ま
た
作
品
題
目
に

は
巻
数
と
市
木
武
雄
﹃
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
﹄
４
の
作
品
番
号
を
附
す
︒

一　

島
原
本
の
構
成
に
つ
い
て

　
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
写
本
に
つ
い
て
は
︑﹃
国
書
総
目
録
﹄︵
補
訂
版
︑
岩
波
書
店
︑

一
九
八
九
～
一
九
九
一
年
︶
に
記
事
が
見
え
︑
巻
一
か
ら
巻
七
ま
で
が
揃
っ
た
も
の
と
︑
各

巻
が
不
揃
い
の
も
の
︑
全
巻
か
ら
抄
録
し
た
も
の
︑
全
巻
で
は
な
く
一
部
の
巻
か
ら
抄
録
し

た
も
の
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
前
掲
の
蓬
左
本
と
蟹
江
本
の
巻
数
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
︑
調

査
を
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
実
態
は
不
明
で
あ
る
︒
筆
者
は
近
年
︑
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

光
源
院
旧
蔵
本
︵
以
下
︑
光
源
院
本
と
略
記
︶︑
同
大
田
南
畝
旧
蔵
本
︵
以
下
︑
南
畝
本
と

略
記
︶︑
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
︑
殆
ど
が
一
部
の
巻
か
ら
抄

録
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
巻
一
か
ら
巻
七
の
順
に
写
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
伝
本
系
統
が
不
明
で
あ
る
が
︑
目
録
類
を
頼
り
に
す
れ
ば
中
世
末
期
の
写
本
と
さ
れ
る
光

源
院
本
を
は
じ
め
︑
い
ず
れ
も
成
立
が
江
戸
中
期
を
下
ら
ず
︑
誤
字
は
比
較
的
少
な
い
︒
島

（316）
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原
本
に
つ
い
て
は
成
立
年
代
が
肥
前
島
原
松
平
文
庫
の
創
設
者
︑
松
平
忠
房
︵
一
一
一
九
～

一
七
一
一
︶
の
在
世
時
と
特
定
で
き
る
点
で
貴
重
で
あ
る
︒
そ
の
書
誌
を
次
に
挙
げ
よ
う
︒

　
　
　

資
料
番
号
：
一
一
八
︲
一

　
　
︻
数
量
︼
写
本
一
冊
︵
巻
数
の
記
入
は
な
し
︶

　
　
︻
書
型
︼
大
本
︵
美
濃
半
截
大
以
上
︶︑
縦
一
九
・
一
糎
︑
横
一
一
・
一
糎

　
　
︻
体
裁
︼
毎
半
葉
一
一
行
︑
行
一
一
字

　
　
︻
表
紙
︼
群
青
色

　
　
︻
外
題
︼
左
肩
に
題
簽
打
付
︑
墨
書
﹁
梅
花
無
尽
蔵
抜
書
﹂

　
　
︻
内
題
︼
な
し

　
　
︻
著
者
︼
万
里

　
　
︻
丁
数
︼
一
一
丁

　
　
︻
印
記
︼﹁
尚
舎
源
忠
房
﹂︵
墨
印
︶︑﹁
文
庫
﹂︵
朱
印
︶

　
　
︻
備
考
︼
朱
筆
と
校
訂
を
示
す
注
記
は
な
し
︒
脱
落
部
分
に
小
字
で
補
記
あ
り
︒

　

島
原
市
教
育
委
員
会
編
﹃
肥
前
島
原
松
平
文
庫
目
録
﹄︵
島
原
市
教
育
委
員
会
︑

一
九
一
一
年
︶
序
文
に
よ
れ
ば
︑
松
平
忠
房
は
寛
文
九
年
︵
一
一
一
九
︶
に
島
原
城
主
に
封

ぜ
ら
れ
︑﹁
尚
舎
源
忠
房
文
庫
﹂
を
創
設
し
︑
広
く
家
臣
に
も
開
放
し
て
文
武
両
道
の
か
な

め
と
し
た
と
い
う
︒
島
原
本
の
奥
付
に
捺
さ
れ
た
印
は
忠
房
の
も
の
で
あ
り
︑
こ
れ
に
よ
っ

て
卒
年
の
元
禄
十
一
年
︵
一
七
一
一
︶
以
前
に
忠
房
の
有
に
帰
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
実
際

に
そ
の
作
品
の
配
列
を
表
︵
論
末
所
掲
︶
に
ま
と
め
る
と
︑
こ
の
写
本
は
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄

七
巻
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
た
だ
し
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
巻
次
が

前
後
し
︑
し
か
も
各
巻
に
収
め
る
作
品
の
数
量
に
も
か
な
り
偏
り
が
あ
る
︒
島
原
本
に
収
録

さ
れ
て
い
る
順
に
︑
冒
頭
文
な
ら
び
に
巻
ご
と
の
作
品
ジ
ャ
ン
ル
と
数
量
を
次
に
挙
げ
よ
う

︵
丸
括
弧
内
は
全
一
一
丁
に
お
け
る
作
品
の
所
在
︑﹁
／
﹂
は
行
送
り
を
表
す
︶︒

　
　
︻
冒
頭
︼

　

○
明
応
一
年
丙
辰
今
茲
夏
石
丹
出
仮
道
於
伊
陽
過
尾
之

津
島
屯
竹
鼻
夏
一
十
日
之
暁
入
濃
之

　
　

旗
随

︵
マ
マ
︶寺

　
　

同
廿
一
日
越
兵
一
千
来
張
陣
旗
随

︵
マ
マ
︶移

之
雨
水
山
其
暁
／
落
石
丹
之
徒
所
屯
小
山
之
城
廿

七
日
越
兵
共
諸
軍
攻
／
石
丹
々
々
陣
敗
同
卅
日
父
子
一
人
自
害
孫
九
景
祐
廿
／
一
日

討
死 

︵
1
オ
︶

　

○
巻
一
下　

七
言
絶
句
1 

計
1
︵
1
オ
～
1
ウ
︶

　

○
巻
一　
　

頌
1
︑
雑
体
詩
１ 

計
2
︵
1
ウ
～
2
オ
︶

　

○
巻
一　
　

七
言
八
句
1
︑一
言
八
句
詩
並
叙
1 

計
2
︵
2
オ
～
3
オ
︶

　

○
巻
一　
　

序
並
詩
1
︑
銘
詩
並
序
1
︑
弁
2
︑
画
賛
1 

計
5
︵
3
ウ
～
10
オ
︶

　

○
巻
七　
　

記
1
︑
文
1 

計
2
︵
10
ウ
～
14
オ
︶

　

○
巻
一
上　

七
言
絶
句
13 

計
13
︵
14
オ
～
17
オ
︶

　

○
巻
一　
　

七
言
絶
句
5 

計
5
︵
17
オ
～
18
ウ
︶

　

○
巻
一　
　

七
言
絶
句
74 

計
74
︵
18
ウ
～
34
ウ
︶

 
 

 
 

 
 

総
作
品
数　

104

　

冒
頭
の
文
章
は
︑﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
巻
一
下
に
収
め
ら
れ
る
﹁
持
是
院
屏
風
十
一
首
﹂︵
巻

一
下
・
27
～
巻
一
下
・
38
︶
と
﹁
閏
年
移
牡
丹
芽
﹂︵
巻
一
下
・
39
︶
の
間
に
挿
入
さ
れ
た

記
事
で
あ
る
︒
市
木
武
雄
氏
に
よ
る
作
品
番
号
は
附
け
ら
れ
て
い
な
い
︒
東
大
本
・
蓬
左

本
・
続
類
従
本
で
は
す
べ
て
﹁
明
応
一
年
丙
辰
﹂
の
み
大
字
︑﹁
今
茲
夏
﹂
以
下
は
夾
注
で

記
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
﹁
旗
随
寺
﹂
は
諸
本
で
は
﹁
旗
堕
寺
﹂
に
作
る
た
め
︑
誤
り
と
見
ら

れ
る
︒
冒
頭
に
こ
の
文
が
置
か
れ
︑﹁
今
茲
夏
﹂
か
ら
﹁
入
濃
之
﹂
ま
で
の
一
十
八
字
が
夾

注
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
だ
が
︑
島
原
本
の
親
本
が
当
初
よ
り
こ
の
よ
う
に
作
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
総
作
品
数
は
百
一
で
あ
る
︵
た
だ
し
論
述
上
の
都
合
に
よ

り
︑﹁
詩
並
序
︵
叙
︶﹂﹁
序
並
詩
﹂
は
一
篇
と
し
て
数
え
た
︶︒

　

島
原
本
は
表
紙
の
題
簽
に
﹁
抜
書
﹂
の
一
字
を
附
す
の
で
︑
調
査
以
前
は
︑
七
巻
本
﹃
梅

花
無
尽
蔵
﹄
を
均
等
に
抜
き
書
き
し
た
も
の
か
と
想
像
し
て
い
た
︒
し
か
し
実
際
に
作
品
の

配
列
を
見
る
と
︑
論
末
の
表
に
掲
げ
る
よ
う
に
東
大
本
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
と
各
巻
の
配
列
の

順
序
が
異
な
る
︒
し
か
も
巻
一
所
収
の
七
言
絶
句
が
過
半
を
占
め
る
︒
島
原
本
の
構
成
と
そ

の
内
容
上
の
特
徴
と
し
て
は
︑
お
よ
そ
次
の
一
点
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　

ま
ず
一
つ
は
︑
七
巻
本
の
体
裁
を
と
ら
な
い
写
本
と
の
構
成
上
の
類
似
で
あ
る
︒
お
お
ま

か
に
写
本
の
前
半
に
雑
文
を
多
く
置
き
︑
後
半
に
詩
を
配
す
る
写
本
に
︑
妙
心
寺
龍
華
院
蔵

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
現
在
は
大
阪
市
立
美
術
館
に
寄
託
︒
以
下
︑
妙
心
寺
本
と
略
記
︶
の
第
一

部
分
・
第
一
部
分
︵
第
一
部
分
は
別
人
の
作
︶︑
お
よ
び
京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室

蔵
﹃
一
山
禅
僧
詩
文
集
﹄︵
巻
末
は
別
人
の
作
︒
以
下
︑
京
大
本
と
略
記
︶
が
あ
る
５
︒
万

里
の
早
期
の
草
稿
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
京
大
本
の
配
列
を
見
れ
ば
︑
前
半
に
雑
文
を
置
き
︑

後
半
に
は
詩
と
頌
を
並
べ
て
い
る
︒
京
大
本
に
同
じ
く
中
世
末
期
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る

妙
心
寺
本
で
は
雑
文
・
頌
・
詩
・︵
他
者
の
作
品
︶・
頌
と
雑
体
詩
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る

の
で
︑
島
原
本
は
構
成
と
し
て
は
少
し
く
こ
れ
ら
に
似
る
︒
よ
り
類
似
の
体
裁
を
有
す
る
も

の
に
光
源
院
本
が
あ
る
︒
前
稿
で
も
そ
の
重
要
性
に
ふ
れ
た
が
︑
前
稿
脱
稿
後
︑
こ
れ
が
ほ
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ぼ
確
実
に
万
里
の
草
稿
を
親
本
と
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
︒

　

光
源
院
本
は
頌
と
雑
体
詩
・
雑
文
・
詩
の
一
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
︑
頌
の
冒
頭
に
﹁
梅

花
無
尽
蔵
第
一 

頌
﹂︑
雑
文
の
冒
頭
に
﹁
梅
花
無
尽
蔵
第
一 

雑
文
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
中

川
徳
之
助
氏
は
﹁
万
里
集
九
伝
︵
一
︶﹂︵﹃
広
島
大
学
教
養
部
紀
要
Ⅱ 

人
文
・
社
会
科
学
﹄

第
一
集
︑
一
九
一
八
年
︑
九
頁
︶
に
︑﹁
濃
之
革
県
霊
薬
山
正
法
禅
寺
受
府
君
之
命
焼
魚
網

詩
﹂︵
巻
一
下
・
116
︶
の
注
記
に
﹁
序
見
第
一
雑
文
部
﹂
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
こ
の
詩

の
序
文
は
国
会
図
書
館
所
蔵
一
冊
本
︵
榊
原
芳
野
旧
蔵
本
︒
以
下
︑
榊
原
本
と
略
記
︶
の
巻

七
に
見
え
る
の
に
︑﹁
第
一
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
︒
ま
た
市
木

武
雄
氏
は
︑
こ
の
詩
の
﹁
語
釈
﹂︵﹃
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
﹄
第
一
巻
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑

一
九
九
一
年
︑
一
一
一
頁
︶
に
︑
編
集
当
初
の
部
類
別
か
と
推
測
す
る
︒
両
氏
は
と
も
に
光

源
院
本
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
そ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
が
︑
光
源
院
本
の
内
容
が

判
明
し
た
現
在
︑
万
里
が
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
を
編
纂
し
た
初
期
は
︑
第
一
部
を
頌
部
︑
第
一

部
を
雑
文
部
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︵
た
だ
し
前
稿
で
も
論
じ
た
よ
う
に
︑
第

一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
詩
部
は
︑
光
源
院
本
の
場
合
は
未
整
理
で
あ
っ
た
た

め
雑
文
部
の
後
に
置
か
れ
た
︶︒
現
行
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
に
見
え
る
﹁
序
見
第
一
雑
文
部
﹂

の
注
記
は
︑
万
里
が
本
来
﹁
序
見
別
巻
﹂
等
と
修
正
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
を
︑
不
注
意
の
た

め
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
光
源
院
本
の
頌
と
雑
体
詩
・
雑
文
・

詩
と
配
置
す
る
体
裁
が
島
原
本
と
類
似
す
る
の
は
︑
島
原
本
の
親
本
も
同
様
の
形
態
を
と
っ

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︵
第
一
節
に
詳
述
︶︒

　

話
を
も
と
に
戻
そ
う
︒
島
原
本
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
︑
巻
一
所
収
作
品
の
偏
重
と
そ
の

作
品
の
配
列
で
あ
る
︒
万
里
は
文
明
十
七
年
︵
一
一
八
一
︶
九
月
︑
太
田
道
灌
の
招
請
に
応

じ
て
美
濃
の
鵜
沼
に
構
え
た
草
庵
か
ら
江
戸
へ
と
旅
行
す
る
が
︑
そ
の
道
中
で
詠
ん
だ
詩
が

一
首
も
欠
け
る
こ
と
な
く
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
具
体
的
に
は
︑﹁
途
中
値
雨
﹂︵
巻
一
・
1
︶

よ
り
﹁
静
勝
軒
晩
眺
﹂︵
巻
一
・
50
︶
ま
で
の
一
十
首
︑
万
里
が
一
十
一
日
間
を
費
や
し
て

東
海
道
を
西
か
ら
東
へ
と
下
り
︑
道
灌
の
静
勝
軒
で
詩
を
詠
む
と
こ
ろ
ま
で
で
あ
る
︒
島
原

本
に
お
い
て
︑
こ
の
よ
う
に
東
海
道
の
旅
を
テ
ー
マ
と
す
る
詩
を
多
く
収
め
る
こ
と
が
何
を

意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
︑
本
稿
の
最
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
︒

二　

島
原
本
の
系
統
に
つ
い
て

　

筆
者
は
蓬
左
本
を
調
査
す
る
以
前
は
︑
玉
村
竹
一
氏
の
﹁
万
里
集
九
集
解
題
﹂
を
承
け
て
︑

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
七
巻
は
大
き
く
東
大
本
と
続
類
従
本
の
系
統
に
分
か
れ
て
お
り
︑
本
文
に

つ
い
て
も
概
ね
そ
う
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
︒
前
稿
よ
り
例
を
挙
げ
れ
ば
︑
東
大
本
の

﹁
春
陰
暮
︵
養
︶
花
﹂
６
︵
巻
一
・
71
︶
の
詩
題
を
︑
続
類
従
本
で
は
﹁
春
陽
養
花
﹂
に
作
り
︑

同
じ
く
東
大
本
の
﹁
懶
雲
斎
﹂︵
巻
一
・
66
︶
の
詩
題
を
︑
続
類
従
本
で
は
﹁
懶
雪
斎
﹂
に

作
る
と
い
っ
た
例
が
そ
う
で
あ
る
︒
と
こ
ろ
が
蓬
左
本
を
調
査
し
た
結
果
︑
そ
の
認
識
を
改

め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
︒
そ
れ
は
次
の
一
点
に
よ
る
︒

　

㋐　

蓬
左
本
巻
七
の
末
尾
は
︑
続
類
従
本
と
同
じ
く
︑﹁
囲
碁
軸
賛
詩
序
﹂︵
巻
七
・
9
︶

が
完
結
せ
ず
︑
途
中
か
ら
欠
失
し
て
い
る
︒
ま
た
続
類
従
本
と
蓬
左
本
は
と
も
に
東

大
本
の
﹁
春
岳
崇
公
記
室
聯
句
和
並
序
﹂︵
巻
一
・
151
︶
に
お
け
る
﹁
蚊
有
雷
霆
怒
︑

斗
猶
口
舌
司
︑
天
神
安
楽
像
﹂
の
一
句
を
欠
い
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
蓬
左
本
は
系

統
的
に
は
東
大
本
よ
り
続
類
従
本
に
近
い
︒

　

㋑　

し
か
る
に
蓬
左
本
に
は
︑
続
類
従
本
の
特
徴
と
一
致
し
な
い
点
が
見
え
る
︒
就
中
︑

東
大
本
の
﹁
読
東
坡
参
寥
師
初
得
智
杲

︵
マ
マ
︶院

詩
﹂︵
巻
一
・
129
︶
の
詩
題
を
続
類
従
本
は

欠
く
が
蓬
左
本
は
具
え
る
︒
ま
た
東
大
本
の
﹁
田
子
浦
﹂︵
巻
一
・
61
︶
第
一
句
︑﹁
自

咲
白
鬚
詩
愈
醜
﹂
の
﹁
醜
﹂
字
を
続
類
従
本
は
欠
く
が
︑
蓬
左
本
は
有
す
る
︒
さ
ら

に
東
大
本
の
﹁
廿
一
日
有
自
内
府
来
者
相
告
曰
～
﹂︵
巻
一
上
・
56
︶
第
一
句
﹁
逆
兵

已
敗
楚
気
暗
﹂
の
﹁
気
﹂
字
に
つ
い
て
︑
続
類
従
本
は
﹁
気
﹂
字
に
作
り
︑﹁
氛
イ
﹂

と
傍
書
し
て
異
本
で
は
﹁
氛
﹂
字
に
作
る
と
す
る
︒
一
方
︑
蓬
左
本
は
﹁
氛
﹂
字
を

採
用
す
る
︒
つ
ま
り
蓬
左
本
は
続
類
従
本
に
い
う
と
こ
ろ
の
異
本
に
該
当
す
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
蓬
左
本
は
東
大
本
よ
り
は
続
類
従
本
に
近
い
が
︑
ま
っ
た
く
同
一
の
テ
ク
ス

ト
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
︒
そ
う
す
る
と
筆
者
が
東
大
本
と
続
類
従
本
の
異
同
と
考
え
て

い
た
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
本
文
の
異
同
は
こ
の
両
種
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
こ
れ
ら
の
中
間
的
テ
ク

ス
ト
と
し
て
蓬
左
本
の
系
統
も
考
え
る
必
要
が
生
じ
る
︒

　

因
み
に
先
述
の
﹁
春
陰
暮
︵
養
︶
花
﹂
の
﹁
陰
﹂
字
と
﹁
懶
雲
斎
﹂
の
﹁
雲
﹂
字
の
異
同

に
つ
い
て
は
︑
東
大
本
と
蓬
左
本
は
一
致
し
て
い
る
︒
念
の
た
め
に
筆
者
が
前
稿
で
取
り
上

げ
た
本
文
の
異
同
の
一
部
に
蓬
左
本
を
加
え
て
再
掲
し
︑
東
大
本
・
蓬
左
本
・
続
類
従
本
の

違
い
を
確
認
し
よ
う
︵
前
稿
で
は
一
部
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
︑
今
回
あ
ら
た
め
て
訂
正
す
る
︒

訂
正
は
前
稿
の
論
旨
に
影
響
し
な
い
︒
ま
た
作
品
番
号
に
つ
い
て
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
変
更

す
る
︶︒

　

①
巻
一
・
38
﹁
花
下
話
洛
﹂
題
注
︵
東
大
本
︶

　
　

東
大
本 

﹁
蘭
坡
︑
横
川
︑
景
徐
︑
来
問
余
於
江
左
正
伝
﹂
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続
類
従
本 

﹁
蘭
坡
︑
横
川
︑
景
徐
︑
於
江
左
正
伝
﹂

　
　

蓬
左
本 

﹁
蘭
坡
︑
横
川
︑
景
徐
︑
来
問
余
於
江
左
正
伝
﹂

　
　

光
源
院
本 

﹁
蘭
坡
︑
横
川
︑
景
徐
︑
来
問
余
於
江
左
正
伝
﹂

　
　

南
畝
本 

﹁
蘭
坡
︑
横
川
︑
景
徐
︑
来
問
余
於
江
左
正
伝
﹂

　
　

京
大
本 

﹁
蘭
坡
︑
横
川
︑
景
徐
︑
問
余
於
江
左
大
原
正
伝
庵
﹂

　

④
巻
一
・
78
﹁
博
奕
双
陸
之
詩
﹂
叙
︵
東
大
本
︶

　
　

東
大
本 
﹁
趙
宋
之
張
辛
崖
﹂

　
　

続
類
従
本 

﹁
趙
宋
之
張
幸
崖
﹂

　
　

蓬
左
本 

﹁
趙
宋
之
張
乖
崖
﹂

　
　

光
源
院
本 

﹁
趙
宋
之
張
乖
崖
﹂

　
　

南
畝
本 

﹁
趙
宋
之
張
乖
崖
﹂

　
　

京
大
本 

﹁
趙
宋
之
張
乖ク

ワ
イ崖

﹂

 

※
﹁
乖
崖
﹂
は
北
宋
・
張
詠
︵
九
一
一
～
一
一
一
一
︶
の
号

　

⑤
巻
一
・
91
﹁
山
主
牛
﹂︵
東
大
本
︶

　
　

 

尾
禿

︵
マ
マ
︶猶

疎
於
払
子
︑
耳
長
頗
有
似
芭
蕉
︑
一
生
雖
痩
負
山
主
︑
不
喫
他
人
田
上
首

　
　

東
大
本 

﹁
不
喫
他
人
田
上
首
﹂

　
　

続
類
従
本 

﹁
不
喫
他
人
田
上
首
﹂

　
　

蓬
左
本 

﹁
不
喫
他
人
田
上
苗
﹂

　
　

光
源
院
本 

﹁
不
喫
他
人
田
上
苗
﹂

　
　

南
畝
本 

﹁
不
喫
他
人
田
上
苗
﹂

　
　

京
大
本 

　
　
︵
無
し
︶

　

こ
れ
だ
け
の
挙
例
で
は
充
分
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
そ
の
他
の
異
同
で
は
蓬
左

本
と
東
大
本
の
本
文
が
一
致
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
︑
蓬
左
本
と
続
類
従
本
の
本
文
が
一
致
す

る
こ
と
も
あ
る
︒
ま
た
筆
写
の
際
の
書
き
誤
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
も
少
な
く
な
い
た
め
︑

文
字
の
異
同
だ
け
に
頼
っ
て
系
統
を
探
る
に
は
困
難
な
点
も
あ
る
︒
た
だ
先
述
の
よ
う
に
︑

﹁
囲
碁
軸
賛
詩
序
﹂︵
巻
七
・
9
︶
と
﹁
春
岳
崇
公
記
室
聯
句
和
並
序
﹂︵
巻
一
・

151
︶
に
お
け

る
文
章
や
詩
句
の
脱
落
は
続
類
従
本
・
蓬
左
本
の
両
方
に
見
え
る
た
め
︑
東
大
本
と
続
類
従

本
・
蓬
左
本
は
系
統
を
異
に
し
︑
続
類
従
本
と
蓬
左
本
は
親
本
こ
そ
異
な
る
が
系
統
的
に
は

近
い
と
考
え
て
よ
い
︒
付
け
加
え
る
と
東
大
本
・
続
類
従
本
の
誤
り
を
︑
蓬
左
本
に
よ
っ
て

正
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
︒
書
誌
的
に
は
蓬
左
本
が
も
っ
と
も
古
い
七
巻
本
で
あ
る

た
め
︑
文
字
に
関
し
て
は
東
大
本
・
続
類
従
本
よ
り
も
万
里
自
編
の
文
集
の
旧
を
保
つ
は
ず

で
あ
る
︒

　

そ
れ
で
は
島
原
本
に
つ
い
て
は
ど
う
か
︒
実
は
こ
の
本
は
︑
残
念
な
こ
と
に
由
来
が
古
い

割
に
は
文
字
の
書
き
誤
り
が
少
な
く
な
い
︒
例
え
ば
﹁
手
越
少
将
旧
居
﹂︵
巻
一
・
28
︶
は
︑

万
里
が
静
岡
県
に
あ
っ
た
宿
場
手
越
を
よ
ぎ
っ
た
時
の
作
で
あ
る
が
︑﹁
手
﹂
字
を
﹁
王
﹂

字
に
作
る
︒
ま
た
︑﹁
看
李
白
墨
蹟
﹂︵
巻
一
・
57
︶
の
第
一
句
﹁
春
風
吹
上
御
前
榻
﹂
に
お

い
て
︑﹁
榻
﹂
字
を
﹁
樶
﹂
字
に
誤
る
︒
こ
れ
と
先
述
の
﹁
旗
隋
寺
﹂
の
﹁
随
﹂
字
は
島
原

本
に
の
み
見
ら
れ
る
誤
字
で
あ
る
︒
さ
ら
に
﹁
余
昔
洛
槃
之
中
︑
往
々
見
莘
夷
花
～
﹂︵
巻

一
・
243
︶
の
対
句
︑﹁
只
今
纔
折
一
枝
嗅
︑
露
湿
無
香
武
野
笆
﹂
に
︑﹁
嗅
﹂
字
を
﹁

﹂

字
に
︑﹁
湿
﹂
字
を
﹁
温
﹂
字
に
誤
っ
て
い
る
︒
こ
の
種
の
書
き
誤
り
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
の
だ
が
︑
こ
う
し
た
魯
魚
の
誤
り
の
中
に
は
︑
島
原
本
の
系
統
を
示
す
も
の
も
あ
る
︒

　

前
稿
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
︑
東
大
本
と
続
類
従
本
の
系
統
を
見
分
け
る
指
標
の
一
つ
に
︑

文
や
詩
句
の
脱
落
以
外
に
﹁
斎
﹂
字
の
表
記
の
異
同
が
あ
る
︒
ま
た
そ
の
他
に
読
み
仮
名
の

有
無
が
あ
る
︒
こ
の
一
点
に
つ
い
て
島
原
本
に
は
︑
続
類
従
本
あ
る
い
は
蓬
左
本
と
共
通
す

る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
︒
そ
の
顕
著
な
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
よ
う
︒

　
　
（
１
）
島
原
本
と
続
類
従
本
に
顕
著
な
共
通
点
―
「
斎
」
字
の
表
記

　

島
原
本
と
続
類
従
本
は
︑
次
の
一
例
に
お
い
て
︑
東
大
本
・
蓬
左
本
と
異
な
る
︒

　

○
﹁
贋
釣
斎
﹂︵
巻
一
・
160
︶

　

○
﹁
呈
槃
脚
﹂︵
巻
一
・
19
︶

　
　
　

来
扣
上
方
先
解
鞋
︑
白
毫
光
万
八
千
皆
︑
士
峯
擎
出
半
空
雪
︑
銀
椀
盛
為
大
会
斎

　
﹁
贋
釣
斎
﹂
の
詩
題
の
第
一
字
は
︑
島
原
本
と
続
類
従
本
で
は
﹁
亭
﹂
字
を
採
り
︑
東
大

本
・
蓬
左
本
で
は
﹁
斎
﹂
字
を
用
い
る
︒
す
で
に
市
木
武
雄
氏
の
該
詩
の
﹁
余
説
﹂︵﹃
梅
花

無
尽
蔵
注
釈
﹄
第
一
巻
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
一
年
︑
一
八
一
頁
︶
に
指
摘
が
あ

る
が
︑﹃
松
山
序
等
諸
師
雑
稿
﹄︵
玉
村
竹
一
編
﹃
一
山
文
学
新
集
﹄
第
一
巻
所
収
︑
東
京
大

学
出
版
会
︑
一
九
七
一
年
︶
に
収
め
る
天
隠
龍
沢
﹁
贋
釣
斎
詩
序
﹂
に
蘭
坡
景
茝
・
横
川
景

一
・
正
宗
龍
統
と
併
せ
て
万
里
の
詩
を
記
録
す
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
︑﹁
贋
釣
斎
﹂

が
正
し
い
︒
次
の
﹁
呈
槃
脚
﹂
で
は
︑
島
原
本
と
続
類
従
本
は
結
句
の
韻
字
を
﹁
亭
﹂
字
に

作
る
︒
し
か
し
こ
の
場
合
︑
東
大
本
・
蓬
左
本
の
よ
う
に
﹁
僧
侶
の
精
進
料
理
﹂
の
意
を
持

つ
﹁
斎
﹂
字
を
用
い
る
方
が
意
味
的
に
も
押
韻
の
上
で
も
正
し
い
︒
筆
者
が
案
ず
る
に
は
︑

こ
の
よ
う
な
誤
り
が
生
じ
る
の
は
︑﹁
斎
﹂
字
と
﹁
亭
﹂
字
の
く
ず
し
た
書
体
が
よ
く
似
て

い
る
こ
と
に
よ
る
︒
実
際
に
蟹
江
本
で
は
こ
こ
に
挙
げ
た
一
例
の
い
ず
れ
も
が
﹁
斎
﹂
字
の
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一

肥前島原松平文庫蔵『梅花無尽蔵抜書』について―続類従本・蓬左本との関係を中心に

く
ず
し
字
を
用
い
て
お
り
︑
本
来
万
里
の
草
稿
で
は
﹁
斎
﹂
字
は
く
ず
し
字
を
用
い
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
︒
お
そ
ら
く
島
原
本
の
親
本
を
筆
写
し
た
人
物
は
︑
漢
詩
文
の
読
解
力
が

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
︑
く
ず
し
字
の
﹁
斎
﹂
字
を
﹁
亭
﹂
字
と
見
誤
っ
た
の

で
あ
ろ
う
︒
そ
の
他
︑
島
原
本
の
﹁
不
改
亭
︵
斎
︶﹂︵
巻
一
・
278
︶
も
続
類
従
本
と
同
一
の

表
記
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
点
か
ら
も
︑
島
原
本
と
続
類
従
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
窺

わ
れ
る
︒

　
　
（
２
）
島
原
本
と
蓬
左
本
に
顕
著
な
共
通
点
―
「
五
十
子
」
の
読
み
仮
名

　

島
原
本
の
特
徴
と
し
て
は
︑
漢
字
に
し
ば
し
ば
読
み
仮
名
を
附
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

読
み
仮
名
の
中
に
は
︑
特
殊
な
読
み
方
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
そ
れ
は
東
大
本
の
﹁
静

勝
軒
銘
詩
並
序
﹂︵
巻
一
・
28
︶
の
次
の
一
文
に
見
え
る
︒

　

康
正
乙
亥
騒
屑
以
来
︑
一
十
有
餘
霜
︑
高
揚
帝
旗
︑
陣
武
之
一
十
子
︒

　
　

康
正
乙
亥
の
騒
屑
以
来
︑
一
十
有
餘
霜
︑
高
く
帝
旗
を
揚
げ
︑
武
の
一
十
子
に
陣
す
︒

　

こ
の
作
品
は
︑
非
業
の
死
を
遂
げ
た
江
戸
城
主
︑
太
田
道
灌
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
︑
掲
出
し
た
の
は
道
灌
の
布
陣
の
様
子
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
︒
康
正
元
年

︵
一
一
一
一
︶
か
ら
一
十
数
年
続
く
騒
擾
の
世
に
あ
っ
て
︑
道
灌
は
官
軍
の
御
旗
を
高
く
揚

げ
て
武
蔵
国
︵
現
在
の
埼
玉
県
︶
の
﹁
一
十
子
﹂
に
陣
取
っ
た
︒
こ
の
地
名
の
読
み
仮
名
は

東
大
本
・
榊
原
本
・
国
会
図
書
館
蔵
土
肥
鶚
軒
旧
蔵
七
冊
本
︵
巻
一
を
欠
く
︒
以
下
︑
鶚
軒

本
と
略
記
︶
に
は
見
え
な
い
︒
こ
れ
ら
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
巻
七
が
完
全
な
形
で
残
っ
て
い

る
系
統
の
本
に
お
い
て
は
︑
そ
の
親
本
に
も
振
り
仮
名
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
一
方
︑

他
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
諸
本
に
は
︑
読
み
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
も
の
が
一
種
あ
る
︒
そ
の

一
は
続
類
従
本
で
﹁
イ
サ
ラ
コ
﹂
と
あ
る
︒
そ
の
一
は
妙
心
寺
本
・
島
原
本
・
蓬
左
本
で
︑

﹁
イ
カ
ツ
コ
﹂
と
あ
る
︒
書
写
年
代
不
明
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
一
冊
本
︵
抄
録
本
︒
以
下
︑

宮
内
庁
本
と
略
記
︶・
国
会
図
書
館
蔵
土
肥
鶚
軒
旧
蔵
一
冊
本
︵
抄
録
本
︒
以
下
︑
鶚
軒
一

冊
本
と
略
記
︶
も
同
様
で
あ
る
︒﹁
一
十
子
﹂
と
は
室
町
時
代
に
置
か
れ
た
陣
地
で
︑
現
在

の
埼
玉
県
本
庄
市
一い

か

十つ

子こ

に
あ
っ
た
︒
続
類
従
本
が
﹁
イ
サ
ラ
コ
﹂
と
記
す
の
は
︑
カ
タ
カ

ナ
の
字
形
が
﹁
イ
カ
ツ
コ
﹂
と
似
て
い
る
た
め
︑
活
字
に
起
こ
す
際
に
見
誤
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
︒
中
世
末
期
の
抄
本
と
目
さ
れ
る
妙
心
寺
本
に
す
で
に
﹁
一イ

カ
十ツ

子コ

﹂
と
記
さ
れ
て

い
る
ゆ
え
に
︑
本
来
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
草
稿
に
も
﹁
イ
カ
ツ
コ
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
︒
そ
う
す
る
と
島
原
本
と
蓬
左
本
は
万
里
の
草
案
の
面
影
を
留
め
て
い
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
︒
続
類
従
本
と
同
じ
く
﹁
囲
碁
軸
賛
詩
序
﹂︵
巻
七
・
9
︶
が
不
完
全
な
形
で
収

め
ら
れ
て
い
る
宮
内
庁
本
・
鶚
軒
一
冊
本
に
も
﹁
一イ

カ
十ツ

子コ

﹂
と
見
え
る
の
で
︑
続
類
従
本
も

そ
の
親
本
は
お
そ
ら
く
﹁
イ
サ
ラ
コ
﹂
で
は
な
く
﹁
イ
カ
ツ
コ
﹂
と
読
み
仮
名
を
振
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
島
原
本
・
蓬
左
本
・
続
類
従
本
の
読
み
仮
名
は
妙
心
寺

本
に
ま
で
遡
る
古
い
由
来
を
持
ち
︑
東
大
本
・
鶚
軒
本
・
榊
原
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
︒

つ
ま
り
系
統
的
に
は
︑
島
原
本
は
続
類
従
本
・
蓬
左
本
に
近
い
の
で
あ
る
︒

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
島
原
本
は
蓬
左
本
・
続
類
従
本
に
共
通
す
る
特
徴
を
有
す

る
が
︑
ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
か
は
現
段
階
で
は
ま
だ
判
別
で
き
な
い
︒
前
掲
の
﹁
廿
一
日
有

自
内
府
来
者
相
告
曰
～
﹂︵
巻
一
上
・
56
︶
第
一
句
﹁
逆
兵
已
敗
楚
気
暗
﹂
の
﹁
気
﹂
字
に

つ
い
て
︑
島
原
本
は
﹁
氛
﹂
字
を
用
い
る
の
で
︑﹁
気
﹂
字
を
採
用
し
て
﹁
氛
イ
﹂
と
傍
書

す
る
続
類
従
本
と
は
必
ず
し
も
親
本
を
同
じ
く
す
る
わ
け
で
は
な
い
︒
ま
た
一
方
︑
や
は
り

前
掲
﹁
田
子
浦
﹂︵
巻
一
・
61
︶
の
第
一
句
﹁
自
咲
白
鬚
詩
愈
醜
﹂
の
﹁
醜
﹂
字
を
島
原
本

と
続
類
従
本
は
欠
く
が
︑
蓬
左
本
は
有
す
る
の
で
︑
島
原
本
と
蓬
左
本
に
つ
い
て
も
親
本
を

同
じ
く
す
る
と
は
言
え
な
い
︒
つ
ま
り
島
原
本
・
続
類
従
本
・
蓬
左
本
の
一
種
は
近
い
関
係

に
は
あ
る
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
︒

三　

島
原
本
の
価
値

　

本
節
で
は
︑
島
原
本
の
持
つ
価
値
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
そ
の
長
所
は
︑
本
文
の
校
訂
に

資
し
︑
読
み
仮
名
を
有
す
る
こ
と
︑
固
有
の
年
次
の
表
記
が
あ
る
こ
と
︑
構
成
の
上
か
ら

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
編
纂
過
程
が
窺
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
以
下
︑
順
を
追
っ
て
述
べ

た
い
︒
島
原
本
に
は
ま
ま
書
き
誤
り
が
見
え
る
の
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
︑
本
文
の
校

勘
に
有
用
な
点
も
あ
る
︒
そ
の
一
つ
が
︑
東
大
本
の
﹁
江
山
一
覧
記
﹂︵
巻
七
・
5
︶
の
﹁
岐

陽
之
斉
藤
氏
﹂
夾
注
に
見
え
る
﹁
斉
藤
﹂
の
表
記
の
是
非
を
論
じ
た
一
文
で
あ
る
︒
次
に
東

大
本
以
下
︑
七
巻
本
の
体
裁
を
具
え
る
諸
本
と
島
原
本
の
異
同
を
見
よ
う
︒

　
　
　

東
大
本　
　
　

斉
藤
之
斉
︑
往
々
作
斎
︑
非
也
︒
斎
字
有
由
︒

　
　
　

続
類
従
本　
　

斎
藤
之
斎
︑
往
々
作
斎
︑
非
也
︒
斎
字
有
由
︒

　
　
　

蓬
左
本　
　
　

斎
藤
之
斎
︑
往
々
作
斉
︑
非
也
︒
斎
字
有
由
︒

　
　
　

鶚
軒
本　
　
　

斉
藤
之
斉
︑
往
々
作
斎
︑
非
也
︒
斎
字
有
由
︒

　
　
　

榊
原
本　
　
　

斉
藤
之
斉
︑
往
々
作
斎
︑
非
也
︒
斎
字
有
由
︒

　
　
　

島
原
本　
　
　

斎
藤
之
斎
︑
往
々
作
斉
︑
非
也
︒
斎
字
有
由
︒

　
﹁
江
山
一
覧
記
﹂
と
は
︑
万
里
が
美
濃
の
斎
藤
氏
枕
雲
老
人
の
求
め
に
応
じ
︑
そ
の
庭
園
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中　尾　健一郎

に
つ
い
て
明
応
一
年
︵
一
一
九
一
︶
に
作
っ
た
記
で
あ
る
︒
美
濃
の
斎
藤
氏
は
名
族
で
あ
り
︑

枕
雲
老
人
が
こ
の
一
族
で
あ
れ
ば
︑
右
の
文
章
は
﹁
斎
藤
の
斎
︑
往
々
に
し
て
斉
に
作
る
は
︑

非
な
り
︒
斎
字
に
由よ

し
有
り
﹂
と
読
む
︒
東
大
本
・
鶚
軒
本
・
榊
原
本
は
﹁
斉
藤
﹂
を
是
と
し
︑

続
類
従
本
・
蓬
左
本
・
島
原
本
は
﹁
斎
藤
﹂
を
是
と
す
る
が
︑
こ
れ
ら
の
中
で
夾
注
の
意
味

が
正
確
に
と
れ
る
の
は
︑
蓬
左
本
と
島
原
本
だ
け
で
あ
る
︒

　

ほ
か
に
も
﹁
江
山
一
覧
記
﹂
に
は
蓬
左
本
と
島
原
本
に
共
通
す
る
特
徴
が
見
え
る
︒
枕
雲

老
人
の
邸
宅
を
一
般
の
士
大
夫
の
華
美
な
邸
宅
と
比
較
す
る
部
分
に
︑﹁
況
士
大
夫
其
属
之

第
宅
︑
黝
堊
丹
漆
︑
輪
奐
︑
無
乃
不
移
気
耶
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
﹁
黝
堊
丹
漆
﹂
と
い
う
句
に
︑

島
原
本
で
は
﹁
ク
ロ
ウ
ル
シ
ヌ
リ 

シ
ラ
ツ
チ
ヌ
リ　

ニ
ヌ
リ 

ウ 

リ
﹂
と
読
み
仮
名
が
振
ら

れ
て
お
り
︑
蓬
左
本
で
は
﹁
ク
ロ
ウ
ル
シ
ヌ
リ 

シ
ラ
ツ
チ
ヌ
リ 

ニ
ヌ
リ 

ウ
ル
シ
ヌ
リ
﹂
と

あ
り
大
同
小
異
で
あ
る
︒
こ
の
類
の
読
み
仮
名
は
︑
宮
内
庁
本
・
鶚
軒
一
冊
本
に
﹁
黝
亜

︵
マ
マ
︶﹂

︵
ク
ロ
ウ
ル
シ
ヌ
リ 

シ
ラ
ツ
チ
ヌ
リ
︶
の
例
が
見
え
る
だ
け
で
︑
東
大
本
・
続
類
従
本
・
鶚

軒
本
・
榊
原
本
に
は
無
い
︒
つ
ま
り
邸
宅
に
用
い
ら
れ
て
い
る
素
材
の
読
み
仮
名
が
︑
前
に

見
た
﹁
一イ

カ
十ツ

子コ

﹂
の
場
合
と
同
様
に
詳
し
い
の
が
島
原
本
と
蓬
左
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

言
う
な
れ
ば
︑
江
戸
前
期
の
写
本
で
あ
る
島
原
本
と
江
戸
中
期
の
写
本
と
さ
れ
る
蓬
左
本
は

読
み
仮
名
に
つ
い
て
は
近
似
性
が
高
く
︑
よ
り
万
里
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
原
型
に
近
い
と

見
ら
れ
る
︒
こ
の
点
に
島
原
本
の
大
き
な
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

　

ま
た
島
原
本
に
は
固
有
の
特
徴
が
存
在
す
る
︒
そ
れ
は
東
大
本
で
は
巻
一
に
配
さ
れ
る
作

品
群
に
︑
他
本
に
は
な
い
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
島
原
本
の
﹁
江
戸
城
﹂

︵
巻
一
・
49
︶
に
は
︑
詩
注
に
﹁
以
上
︑
年
号
皆
同
﹂
と
あ
り
︑
続
く
﹁
静
勝
軒
晩
眺
﹂︵
巻

一
・
50
︶
か
ら
﹁
木
戸
公
︑
号
罷
釣
翁
︑
得
和
歌
之
正
脈
～
﹂︵
巻
一
・
74
︶
ま
で
の
頭
注

に
﹁
同
年
﹂︑
さ
ら
に
﹁
江
上
春
望
﹂︵
巻
一
・
88
︶
か
ら
﹁
上
倉
日
乗
詩
並
叙
﹂︵
巻
一
・

129
︶
ま
で
は
﹁
丙
午
﹂
も
し
く
は
﹁
同
年
﹂︑﹁
朝
来
花
万
福
﹂︵
巻
一
・

174
︶
と
﹁
諱
厳
超
︑

字
然
叟
︑
廼
石
城
人
也
～
﹂︵
巻
一

198
︶
で
は
﹁
丁
未
﹂︑﹁
正
月
旦
試
筆
﹂︵
巻
一
・

236
︶
と

﹁
余
昔
洛
槃
之
中
～
﹂︵
巻
一
・

243
︶
で
は
﹁
長
享
戊
申
﹂︑﹁
十
一
日
之
晩
間
～
﹂︵
巻
一
・

264
︶
か
ら
﹁
不
改
亭
︵
斎
︶﹂︵
巻
一
・

278
︶
ま
で
は
﹁
同
年
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
万
里
が
文

明
十
七
年
︵
一
一
八
一
︶
乙
巳
か
ら
長
享
一
年
︵
一
一
八
八
︶
戊
申
ま
で
の
間
に
作
っ
た
詩

に
干
支
が
附
さ
れ
て
い
る
︒
島
原
本
は
抄
録
本
な
の
で
︑
筆
写
者
が
閲
覧
の
便
を
考
え
て
記

入
し
た
か
︑
あ
る
い
は
島
原
本
の
親
本
に
既
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
詳
細
は
不

明
だ
が
︑
干
支
が
附
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
島
原
本
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
有
用
で
あ
る
︒

　

そ
れ
か
ら
︑
構
成
上
の
特
徴
か
ら
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
全
七
巻
の
編
纂
過
程
が
窺
え
る
の
は

島
原
本
の
大
き
な
長
所
で
あ
る
︒
前
節
で
も
ふ
れ
た
が
︑
光
源
院
本
の
親
本
が
成
立
し
た
段

階
で
は
︑
万
里
は
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
を
︑
第
一
部
を
頌
と
雑
体
詩
︑
第
一
部
を
詩
︑
第
一
部

を
雑
文
と
し
て
構
想
し
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
詩
の
部
は
整
理
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
の
で
︑

前
半
に
頌
と
雑
文
を
配
置
し
た
後
︑
後
半
に
は
東
大
本
の
巻
一
と
巻
一
に
該
当
す
る
部
分
を

巻
一
・
巻
一
の
順
に
併
せ
て
収
め
た
︒
光
源
院
本
の
詩
の
部
は
︑
巻
一
所
収
詩
の
並
び
が
現

行
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
と
極
端
に
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
︒
し
か
し
巻
一
の
部
分
は
か
な
り

異
な
る
︒
お
そ
ら
く
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
予
定
の
詩
は
︑
応
仁
の
乱
を
挟
ん
だ
作
成
時
期
不

詳
の
も
の
が
多
く
︑
編
集
が
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

島
原
本
に
は
東
大
本
の
巻
一
上
・
巻
一
下
に
該
当
す
る
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
︑
も
し

そ
の
親
本
が
万
里
の
草
稿
に
由
来
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
そ
れ
は
光
源
院
本
よ
り
後
れ
て
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
場
合
︑
光
源
院
本
の
詩
が
成
立
時
期
の
前
後
す
る
巻
一
・
巻
一

の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
様
相
を
や
や
異
に
す
る
が
︑
編
次
が
東
大
本
と
同
様
で
あ
る

巻
一
・
巻
一
所
収
詩
の
前
に
成
立
の
新
し
い
巻
一
上
所
収
詩
が
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
︒
つ

ま
り
既
に
編
集
し
た
詩
部
︵
巻
一
・
巻
一
︶
は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
末
尾
に
置
き
︑
新
し
く

作
っ
た
詩
は
さ
ら
に
作
成
順
に
別
立
て
︵
巻
一
上
︶
に
し
て
そ
の
前
に
置
く
と
︑
島
原
本
の

雑
文
以
下
は
︑
光
源
院
本
の
雑
文
以
下
と
同
じ
よ
う
な
体
裁
に
な
る
の
で
あ
る
︒

　

島
原
本
の
冒
頭
に
つ
い
て
は
︑﹁
明
応
一
年
丙
辰
～
﹂
の
文
の
後
に
﹁
越
之
中
州
放
生
津

之
小
坂
凝
清
老
人
需
詩
～
﹂︵
巻
一
下
・
103
︶
と
﹁
中
原
一
賛
﹂︵
巻
一
・
6
︶︑﹁
取
弓
判
官

画
賛
一
十
韻
﹂︵
巻
一
・
160
︶
お
よ
び
﹁
越
後
州
之
府
君
常
泰
倭
歌
風
雅
～
﹂︵
巻
一
・
33
︶

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
頌
と
雑
体
詩
と
七
言
絶
句
が
混
在
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
︑﹁
中
原
一
賛
﹂
が
頌
︑﹁
取
弓
判
官
画
賛
一
十
韻
﹂
と
﹁
越
後
州
之
府
君

常
泰
倭
歌
風
雅
～
﹂
は
画
賛
で
東
大
本
の
巻
一
・
巻
一
と
同
じ
く
頌
と
雑
体
詩
を
収
め
る
と

い
う
傾
向
の
よ
う
で
あ
る
︒﹁
越
之
中
州
放
生
津
之
小
坂
凝
清
老
人
需
詩
～
﹂︵
七
絶
︶
が
最

初
に
置
か
れ
て
い
る
意
図
は
︑
冒
頭
の
一
文
と
同
様
に
不
明
で
あ
る
︒
こ
の
部
分
は
や
や
ま

と
ま
り
を
欠
く
が
︑
続
く
﹁
花
下
晩
歩
詩
並
叙
﹂︵
巻
一
・

184
︶
以
下
の
作
品
は
︑
抜
き
書

き
で
は
あ
る
も
の
の
東
大
本
の
巻
一
か
ら
巻
七
ま
で
の
巻
次
と
作
品
の
配
列
に
一
致
す
る
︒

そ
う
す
る
と
冒
頭
の
部
分
は
若
干
作
品
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
る
け
れ
ど
も
︑
光
源
院
本
の
編
成

と
同
じ
く
頌
と
雑
体
詩
・
雑
文
・
詩
の
順
に
作
品
が
並
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
光
源
院
本
と
体
裁
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
島
原
本
の
親
本
も
編
集
が
終

わ
っ
て
い
な
い
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
草
稿
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
以
上
の
こ
と
か

ら
島
原
本
は
︑
光
源
院
本
と
並
ん
で
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
編
纂
過
程
の
一
端
を
垣
間
見
せ
る
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肥前島原松平文庫蔵『梅花無尽蔵抜書』について―続類従本・蓬左本との関係を中心に

テ
ク
ス
ト
と
し
て
︑
甚
だ
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
︒

　

編
纂
初
期
の
段
階
で
は
︑
頌
と
雑
体
詩
・
詩
・
雑
文
の
様
式
で
構
想
さ
れ
て
い
た
﹃
梅
花

無
尽
蔵
﹄
が
︑
現
行
の
七
巻
本
の
よ
う
な
七
言
絶
句
︵
巻
一
～
巻
一
︶︑
頌
と
雑
体
詩
︵
巻

一
～
巻
一
︶︑
雑
文
︵
巻
一
～
巻
七
︶
と
編
成
を
変
え
た
の
は
何
故
か
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
ま
だ
結
論
が
出
せ
な
い
が
︑
元
禅
僧
で
あ
る
万
里
が
︑
初
期
の
草
稿
の
段
階
で
は
頌
を

重
視
し
︑
文
集
の
冒
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
万
里
が
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の

編
集
方
針
を
変
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
︑
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
と
思
う
︒

お
わ
り
に

　

以
上
︑
島
原
本
の
構
成
と
伝
本
系
統
を
中
心
に
論
じ
た
︒
そ
し
て
こ
れ
が
光
源
院
本
と
同

様
に
︑
万
里
の
草
稿
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
特
徴
を
有
し
︑
か
つ
系
統
と
し
て
は
蓬
左
本

と
続
類
従
本
に
近
い
も
の
で
あ
り
︑
ま
た
そ
の
系
統
が
遅
く
と
も
江
戸
前
期
に
は
成
立
し
て

い
た
こ
と
を
論
じ
た
︒
こ
れ
ら
の
考
察
の
結
果
に
よ
っ
て
島
原
本
は
︑
抄
録
本
で
は
あ
っ
て

も
妙
心
寺
本
・
光
源
院
本
・
南
畝
本
・
京
大
本
と
同
じ
く
︑﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
編
纂
過
程

と
伝
本
系
統
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
言
え
る
︒

　

最
後
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
︒
島
原
本
は
抄
録
本
で
あ
る
の
で
︑
選
ば
れ
た
作

品
に
は
抄
録
し
た
人
物
の
好
み
に
よ
っ
て
採
録
さ
れ
た
も
の
が
多
い
は
ず
で
あ
る
︒
第
一
節

に
お
い
て
も
ふ
れ
た
が
︑
島
原
本
の
後
半
部
分
は
︑
東
大
本
で
い
え
ば
巻
一
に
該
当
す
る
部

分
の
詩
を
多
く
収
め
︑
し
か
も
﹁
途
中
値
雨
﹂︵
巻
一
・
1
︶
よ
り
﹁
静
勝
軒
晩
眺
﹂︵
巻
一・

50
︶
ま
で
が
欠
け
る
こ
と
な
く
並
べ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
部
分
の
詩
は
︑
万
里
が
東
海
道
を

江
戸
に
向
か
っ
て
下
る
旅
の
折
々
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
体
裁
を
見
れ
ば
︑
あ
る
い

は
島
原
本
の
抄
録
者
は
︑
松
平
忠
房
か
そ
の
関
係
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒

周
知
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
地
方
大
名
は
参
勤
交
代
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
︒
忠
房
も
東

海
道
を
往
来
し
て
お
り
︑﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
に
も
見
え
る
﹁
清
見
寺
﹂
や
﹁
一
保
松
原
﹂
お

よ
び
﹁
田
子
浦
﹂
等
は
当
然
鑑
賞
の
対
象
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
忠
房
が
こ
れ
ら
の
東
海

道
の
名
所
を
往
来
す
る
際
︑
万
里
の
漢
詩
を
読
み
︑
往
時
に
思
い
を
馳
せ
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
︒
玉
村
竹
一
氏
は
鶚
軒
本
の
解
題
に
お
い
て
︑
こ
れ
が
巻
一
を
欠
い
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

　
　

こ
の
本
は
︑
右
の
通
り
︑
卷
一
が
缺
け
て
ゐ
る
が
︑
卷
一
と
い
へ
ば
︑
萬
里
が
太
田
道

灌
に
招
か
れ
て
江
戸
に
下
向
滯
留
し
て
ゐ
る
間
の
述
作
を
收
め
た
部
分
に
當
り
︑
誰

人
で
も
本
書
中
最
も
興
味
を
惹
く
部
分
で
あ
る
か
ら
︑
誰
人
か
が
抽
出
し
て
閲
讀
し
︑

再
び
元
に
戻
ら
な
か
っ
た
た
め
の
缺
如
で
あ
ら
う
︒

 

︵﹁
万
里
集
九
集
解
題
﹂︑
既
出
︑
一
一
七
一
頁
︶

　

玉
村
氏
の
説
は
充
分
に
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
︑
太
田
道
灌
に
関
わ
る
文
章
一
篇
を
収

め
︑
作
品
の
大
半
は
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
巻
一
所
収
の
詩
で
あ
る
島
原
本
に
お
い
て
も
︑
鑑
賞

者
が
こ
の
部
分
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
全
く
想
像
に
難
く
な
い
︒
板
坂

耀
子
氏
は
﹃
江
戸
の
紀
行
文
︱
泰
平
の
世
の
旅
人
た
ち
﹄︵
中
公
新
書
︑
一
一
一
一
年
︶
に
︑

東
海
道
に
つ
い
て
書
か
れ
た
紀
行
文
に
何
故
名
作
が
少
な
い
か
を
論
じ
て
︑﹁
過
去
を
追
想

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
優
雅
な
古
典
文
学
の
舞
台
で
あ
っ
た
東
海
道
は
︑
現
実
的
で
食
い
気
と

色
気
を
満
足
さ
せ
る
卑
俗
き
わ
ま
り
な
い
街
道
﹂
で
あ
り
︑
雅
と
俗
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

﹁
作
品
と
し
て
の
一
つ
の
統
一
感
を
持
っ
た
世
界
を
築
く
こ
と
は
難
し
い
﹂︵
同
書
︑
一
一
一

頁
︶
と
見
て
い
る
︒
紀
行
文
の
場
合
は
そ
う
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
︑
東
海
道
は
や
は
り

古
典
世
界
へ
と
つ
な
が
る
街
道
で
あ
る
︒
漢
詩
文
に
よ
っ
て
そ
の
趣
き
を
味
わ
う
な
ら
ば
︑

そ
の
名
所
旧
跡
は
よ
り
一
層
閑
雅
に
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
︒
松
平
忠
房
を
は
じ
め
と
す
る

江
戸
の
大
名
や
文
人
が
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
を
所
有
し
た
の
は
︑
万
里
が
江
戸
城
の
創
始
者
で

あ
る
太
田
道
灌
と
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
勿
論
の
こ
と
︑
東
海
道
を
東
下
り
し
て
往
時
の
関

東
の
風
物
を
綴
っ
た
そ
の
詩
文
が
︑
彼
ら
の
思
い
を
俗
気
の
な
い
優
雅
な
古
典
世
界
へ
と
誘

う
一
助
と
な
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
︒
た
と
え
島
原
本
の
筆
写
者
が
忠
房
あ
る
い
は
そ

の
周
辺
人
物
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
︑
風
雅
を
愛
し
た
忠
房
が
島
原
本
を
賞
翫
し
た
の
は
疑

い
の
な
い
こ
と
と
考
え
る
︒

　

今
回
︑
島
原
本
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
︑
蓬
左
本
と
蟹
江
本
を
参
考
し
た
が
︑
紙
幅
の

都
合
に
よ
り
こ
れ
ら
の
書
誌
情
報
等
に
つ
い
て
は
︑
十
分
に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
︒
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
︒

　
　
﹇
附
記
﹈
資
料
の
閲
覧
に
あ
た
り
︑
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
︑
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
お
よ
び
諸
機
関
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
︒
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

な
お
本
研
究
は
︑JSPS

科
研
費JP16K

02369

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
︒

注１
拙
稿
﹁
光
源
院
本
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
解
題
﹂︵﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
﹄
第
一
九
八
集
︑

一
一
一
一
年
︶
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一
一

中　尾　健一郎

２
玉
村
竹
一
編
﹃
一
山
文
学
新
集
﹄
第
一
巻
︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
七
一
年
︶︑
一
一
七
一
～

一
一
七
八
頁
︒

３
太
田
善
麿
﹁
続
群
書
類
従
の
完
結
に
つ
い
て
﹂︵
温
故
学
会
編
﹃
塙
保
己
一
論
纂
﹄
上
巻
︑錦
正
社
︑

一
九
八
一
年
︶︑
一
一
一
頁
を
参
照
︒

４
市
木
武
雄
﹃
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
﹄
第
一
巻
～
第
一
巻
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
一
～

一
九
九
一
年
︒

５
妙
心
寺
本
と
京
大
本
は
未
見
︒
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
妙
心
寺
本
の
写
真
帳
と
京
大
本
の

謄
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
前
稿
に
同
じ
く
こ
れ
を
閲
覧
し
た
︒

６
東
大
本
の
﹁
春
陰
暮
花
﹂
は
︑光
源
院
本・榊
原
本
等
の
諸
本
で
は
︑﹁
暮
﹂
字
を
﹁
養
﹂
字
に
作
る
︒

詩
の
内
容
に
鑑
み
れ
ば
こ
ち
ら
が
正
し
い
︒
注
１
所
掲
︑
拙
稿
を
参
照
︒
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　　　　　　肥前島原松平文庫蔵『梅花無尽蔵抜書』構成一覧表　　　※題目には訂正を加えていない
順番 巻数 作品番号 題　目 順番 巻数 作品番号 題　目

巻３下 なし （明応五年丙辰、今茲夏～） 53 巻２ 23 亭了三同行来
1 巻３下 103 越之中州放生津之小坂～ 54 巻２ 24 湯屋大釜
2 巻４ 6 中原一賛 55 巻２ 25 内屋蔦
3 巻４ 160 取弓判官画賛二十韻 56 巻２ 26 丸子里
4 巻５ 33 越後州之府君常泰倭歌風雅～ 57 巻２ 27 誓願精舎庭背有奈良桜
5 巻５ 184 花下晩歩詩並叙 58 巻２ 28 王越少将旧居
6 巻６ 11 資康需花下晩歩詩草案並叙 59 巻２ 29 木枯森
7 巻６ 28 静勝軒銘詩並序 60 巻２ 30 清見寺
8 巻６ 37 義牛防狼弁 61 巻２ 31 三保松原
9 巻６ 38 奇夢弁 62 巻２ 32 薩埵坂
10 巻６ 55 尾州織田和州常祐居士画像賛 63 巻２ 33 浜女斟潮
11 巻７ 5 江山一覧記 64 巻２ 34 達磨画賛
12 巻７ 8 武州江戸城祭太田二千石～ 65 巻２ 35 田子浦
13 巻３上 1 戊申九月二十又六出武蔵平沢～ 66 巻２ 36 富士河
14 巻３上 2 同二十七日自鉢形赴上野之角渕 67 巻２ 37 浮嶋原
15 巻３上 3 同二十八日喫角渕之晨炊～其一 68 巻２ 38 河陽名産
16 巻３上 4 同二十八日喫角渕之晨炊～其二 69 巻２ 39 千本松原
17 巻３上 5 同二十八日喫角渕之晨炊～其三 70 巻２ 40 呈定輪堂上師学甫和尚
18 巻３上 6 同二十八日喫角渕之晨炊～其四 71 巻２ 41 出桃園赴足柄
19 巻３上 19 八日渡信濃河～ 72 巻２ 42 始入相州其地号関本
20 巻３上 56 廿一日有自府内来者相告曰～ 73 巻２ 43 出関本宿糟屋是日渡毬子河
21 巻３上 68 三日夢中拝両日輪～ 74 巻２ 44 十月旦履初霜有感～
22 巻３上 84 十九日前夕聴関左之兵事 75 巻２ 45 入武蔵
23 巻３上 116 長享己酉孟夏二十有九日～ 76 巻２ 46 望画島
24 巻３上 117 五月旦自外波至越中州之宮崎～ 77 巻２ 47 神奈河
25 巻３上 306 為朝臣箭図 78 巻２ 48 品河
26 巻１ 13 同洛社諸彦遊深草看墨染桜 79 巻２ 49 江戸城
27 巻１ 69 謹奉次玉堂義廉閣下歳首之尊韻 80 巻２ 50 静勝軒晩眺
28 巻１ 109 己亥人日立春　濃兵入南国 81 巻２ 56 陪相州太守宴始見道灌公之舞
29 巻１ 146 恭以孟春初吉乗輿出柳営～ 82 巻２ 57 看李白墨蹟
30 巻１ 160 贋釣亭 83 巻２ 59 和天府
31 巻２ 1 途中値雨 84 巻２ 60 相州太守見恵早梅時有出師之儀
32 巻２ 2 尾之清洲城備後敏信第見犬追物 85 巻２ 74 木戸公号罷釣翁～
33 巻２ 3 重陽謁熱田楊妃廟 86 巻２ 88 江上春望
34 巻２ 4 憩矢作宿 87 巻２ 89 余比寓武之江戸城～
35 巻２ 5 二村出生寺 88 巻２ 99 便面
36 巻２ 6 四十八度 89 巻２ 103 郭公稀
37 巻２ 7 茅店鶏声 90 巻２ 124 送起雲丈人並叙
38 巻２ 8 浜名湖 91 巻２ 129 上倉日乗詩並叙
39 巻２ 9 浜名浦 92 巻２ 132 二十有五日丁酉遊瑞鹿山～
40 巻２ 10 箕形原始望富士 93 巻２ 133 二十有六戊戌亭罷京子則鞍馬～
41 巻２ 11 普済精舎 94 巻２ 134 二十有七己亥槃桓瀬戸～其一
42 巻２ 12 引間待便風 95 巻２ 135 二十有七己亥槃桓瀬戸～其二
43 巻２ 13 渡天竜河就懸塚 96 巻２ 136 二十有七己亥槃桓瀬戸～其三
44 巻２ 14 中流値逆風 97 巻２ 174 朝来花万福
45 巻２ 15 懸塚入浴室費用百片 98 巻２ 198 諱厳超字然叟廼石城人也～
46 巻２ 16 呈橘谷山大洞和尚 99 巻２ 236 正月旦試筆
47 巻２ 17 船上見富士 100 巻２ 243 余昔洛槃之中往々見莘荑花～
48 巻２ 18 呈槃脚上方始対談 101 巻２ 264 十六日之晩間入武之越生山～
49 巻２ 19 呈槃脚 102 巻２ 265 十七日入須賀谷之北平沢山～
50 巻２ 20 客簷聴雨想三同行 103 巻２ 276 管領顕定就夜遊之座出白扇需賛～
51 巻２ 21 祖元上人需枕流亭之一偈 104 巻２ 278 不改亭
52 巻２ 22 雲室号
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